
(胃）内視鏡的粘膜下層切除術をうけられる 様
看護目標：十分な説明を行い、安心して治療を受けられるように援助します

入院2日目／治療当日 治療後1日目 治療後2日目 治療後3日目 治療後4日目

　月　　日（　　） 　月　　日（　　） 　月　　日～　　日 　　月　  　日 　　月　　日（　　）

患者
目標

安静が守られている

処置
治療
観察

(治療前）
点滴の針を入れます
内視鏡室で治療をします
（治療後）
帰室後2時間は頻回に血圧や体温を
測ります
心電図モニター翌日までつけます
夕方から内服が始まります

点滴があります 治療後2日目まで点滴が
あります
点滴は終了後に抜きます

医師との相談で退院が決ま
ります

検査
胃カメラがあります
治療の2時間後に血液検査がありま
す

朝、血液検査があります
胃カメラがあります

血液検査があります

活動

病棟内の安静です
治療後2時間はベットで安静に過ご
してください

制限はありません

食事
栄養

食事はでません

説明
教育

その他 夕から胃薬が出ます
看護師より退院時の話があ
ります

＊ご不明な点などございましたら、お近くのスタッフへ声をかけてください。

26S-06  胃ESD(検査前日から）

月日

院内は自由に動けます
シャワーができます

血液検査があります

入院日／治療前日

　月　　日（　　）

入退院センターへ入院申
込書などの書類を提出し
てください

　　　　　　　　　岡山市立市民病院

食事の際はしっかり噛みゆっくり食べることを
心がけてください

入院日　　月　　日（　　）

　
　　院内は自由に動けます
　　シャワーができます

治療について理解できる

病院食がでます
22時より絶食となります
水分は少量飲めます

腹痛などの異常があった際は看護師に報告できる
食事制限を知っている

日常生活の注意点について理解できる

昼食より流動食が始まります
食事は徐々に形のあるものに変わります

胃に刺激の強い物（コーヒー・炭酸飲料・アル
コール）以外は食べられます

　　治療後、お腹の痛みや黒っぽい便が出ることがあります
　　吐き気や嘔吐、黒っぽい便がでたら、看護師に知らせてください
　　調子が悪いときにはナースコールでいつでも知らせください

治療について説明します

説明看護師 担当看護師 患者（家族）氏名 （続柄： ）


